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ア ン リ ・ ジル＝マル シ ェ ッ ク ス に よ る 日 仏文化交流 の試み
-1937 年の 日 本 に お け る 音楽活動 を も と に
Henri Gil-Marchex: A French-Japanese cultural exchange 
through his musical activities 
白 石 朝 子
SHIRAI SI宜 Asako
Henri Gil-Marchex was a French pianist who concertized around Europe in the 
五rst half of Twentieth century. He visited Japan in 1925, 1931 (twice) and 1937, four 
times in total, giving concerts and lectures in various places throughout Japan目
His 4th visit to Japan was sponsored both by the French and the Japanese 
government. During hお 4th visit, he gave 20 concerts and lectures in eight months . 
In addition to these activities, he engaged himself with musical and cultural exchange 
with prominent Japanese composers . Upon returning to France, Mr. Gil-Marchex 
wrote an article to one of the major French magazines reporting the development of 
the Western music in Japan, and about the Japanese traditional music as well. 
I would like to place a special focus on He町i Gil-Marchex's 4th visit to Japan in 
1937 to explore his influence on both Japan and France in minute detail. 
キ ー ワ ー ド ： Henri Gil-M位chex， 西洋音楽受容 Reception of Western Music 
日 仏文化交流 French - Japanese cultural exchange ， 国際文化振興会
1 . は じ め に
ア ン リ ・ ジル＝マ ル シ ェ ッ ク ス （He町i Gil-Marchex 1894・ 1970） は 、 デ ィ エ メ （Lou凶 Diemer
1843・1919） や コ ル ト ー （Al企ed Denis Cortot 1877・1962） に師事 し 、 パ リ 音楽院 を 首席 で卒業後
ヨ ー ロ ッ パを 中心に活躍 し た フ ラ ンス人 ピアニス ト であ る 。 日 本に は 1925、 31 (2 回） 、 37 年に訪れた。
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日 本に お け る 西洋音楽受容史研究で、は、 こ れ ま で、 官主導の教育 の も と ドイ ツ 音楽偏重で、 あ っ た
日 本の音楽界に対 し 、 ジル＝ マル、ン エ ッ ク ス が 1925 年に近現代の作品 を含ん だ、フ。 ロ グ ラ ム を演奏
し て 、 衝撃 を 与 え た こ と が 言及 さ れて き た 1 。 ま た 、 音楽分野以外に お い て も 、 彼 の来 日 に 力 を注
い だ薩摩治郎八 （ 1901・ 1976） の遺品 の調査 を も と に 、 薩摩 と ジル＝ マ ル シ ェ ッ ク ス と の 交流が紹
介 さ れ、 ジル＝マル シ ェ ッ ク ス が行 っ た演奏会 の詳細 について も 明 ら かに さ れつつ あ る 2 。 し か し 、
ジノにマルシェ ッ ク ス が 4度来 日 を重ねた に も拘わ らず、 それに関 して掘 り 下げた研究は行われていない。
そ こ で、 博士後期課程 に お い て は、 日 仏 両国 に お け る ジノレ＝マル シ ェ ッ ク ス に 関連 し た 資料を精
査 ・ 分析 し 、 彼の行っ た音楽活動 と 日 本音楽研究 を明 ら かに し た 上で、 彼 の音楽活動 は 日 本の近代
音楽史 に ど の よ う な役割 を果た し た か を 見 出す こ と を 目 的 と し て い る 。
著者は 、 昨年度 、 ジル＝マルシ ェ ッ ク ス の 1925 年、 31 年－32 年 の 日 本にお け る 音楽活動 と 音楽界
への影響について 明 ら かに し た 3 。 本論では、 1937 年の ジル ＝ マルシ ェ ッ ク ス の 日 本に お け る 音楽
活動 について調査 し て 、 日 本の 音楽界へ の影響 を 明 ら か に す る 。
2 .  1 937 年 の 来 日 に お け る 音楽活動
(1) 来 日 目 的 と 滞在 日 程
ジル＝マル シ ェ ッ ク ス は、 1937 年 3 月 28 日 、 4 度 目 の来 日 を果た し た。
彼は、 今 回 も 1931 年の 来 日 と 同様に フ ラ ン ス 政府の文化使節 と し て 日 本 を訪れた が 、 こ れま で
と 大 き く 違 う 点は 、 日 本の音楽 を欧州、｜ に紹介す る た め に 4 、 日 本の外務省国際文化振興会の 招鴫で
来 日 し 、 日 本音楽研究 を行な っ た こ と で あ る 。 フ ラ ンス 政府ばか り でな く 、 日 本政府か ら も 援助 を
受 け た こ と は 、 こ れま で 日 仏双方の文化発展 を願 っ て 日 仏文化交流を試み て き た ジル ＝ マル シ ェ ッ
ク ス の活動 が 、 両国か ら 認 め ら れて期待 さ れた と い う こ と が で き る 。
今回 の調査で判 明 し た ジル＝マルシ ェ ッ ク ス の音楽活動 は表 1 の と お り で あ り 、 約 8 ヶ 月 間 に行
われた計 21 回 の音楽活動が 明 ら かに な っ た 5 。 ま た 、 こ の他に も 東北帝聞大皐、 武蔵野音楽学校で
講演 を行 っ た こ と が 『 日 悌会館報告書』 （ 1938） に記 さ れて い る 。
し か し 、 一方で、 「 ジ ル ＝ マ ル シ ェ ッ ク ス は 日 本
政府の後援 の も と に 日 本縦断の見事な興業 を成 し
遂げた。 彼は、 60 を超 え る リ サイ タ ル と レ ク チ ャ
ー コ ンサー ト を全て の大都市 と 帝国大学、 多 く の
私立大学で催 し た。 J 6 と 報道 し た新聞記事が あ り 、
多 く の音楽活動 を行っ た こ と が推測 さ れ る こ と か
ら 、 今後 も 調査が必要 で あ る と 考 えて い る 。
(2) 華族会館にお け る 講演活動
ジノレ＝ マル シ ェ ッ ク ス は、 華族会館で一連の講演 と 演奏を行 っ た。
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『 日 イ弗曾館報告書』 （1938） に よ る と 、 テーマ は、 『十六世紀 ヨ リ 二十世紀ニ 至ル欧羅巴舞踊音楽
一ア ン 卜 ア ン、 フ ラ ン シス ク 及 リ ュ リ イ ヨ リ ロ ツ シニ及 シ ョ パ ン迄』
(4 月 27 日 ） 、 『 同一前回 ノ 績 キ』 （5 月 11 日 ） 、 『巴里ニ於ケル シ ョ
パ ン ノ 音楽生活』 （ 11 月 9 日 ） 、 『 ド ヒ、、ユ
シイ ニ於ケル異 国 ノ 影響』 （ 11 月 17 日 ）
で、 講演は 「都度拍 手 ヲ 博セ リ J と 報告
さ れて い る 。 11 月 9 日 、 1 7 日 に披露 さ
れた 曲 目 は、 表 2、 表 3 の通 り で あ る 。 5
月 の講演に 関 し て は後 で詳 し く 述べ る 。
(3) 各大学に お け る 講演活動
ジル＝マルシェ ッ ク ス は、 5 月 12 日 に 訪れた 日 本大学 を始め、 早稲 田 大学、 東京商科大学、 東京
帝園大学、 慶応義塾大学、 東北帝園大学、 武蔵野音楽学校におい て も 演奏 を 交 え た 講演 を 行 っ た。
そ の う ち 、 プ ロ グ ラ ム や反響な ど が 明 ら かlこ な っ た 5 大学に お け る 講演活動 を 日 付 順 に 紹 介す る 。
① 日 本大学
ジル ＝ マル シ ェ ッ ク ス は 、 本郷金助町芸術科大講堂に お いて 『作家 ド ビ ュ ツ ツ イ ［n］ と 其の 時代』
と 題 し て講演、 演奏を行 っ た。 国 際文化振興会 の 高 田 武郎 の通訳 に よ っ て 、 「三時間余 り に 亘 る 独奏
講演 に盛況 を 極 め た聴衆は、 幾度 かジルマ ン ・ シ エ ッ ク ス 氏 ［＜＜］ に ア ン コ ール を 送 っ た。 J 7 
② 早稲 田 大学
ジル ＝ マル シ ェ ッ ク ス は 、 5 月 20 日 大隈大講堂 において 『 民衆の現代音楽 に 及 ぼ し た る 影響』 と
題 し て 講演、 演奏を行 っ た。 内 容は後 で詳 し く 述べ る が 、 こ の講演に は 「駐 日 大使モール ・ ア ン リ
一夫妻 、 一等通訳官 ボ ンマル、ン ャ ン 、 参事官 ク ナベル氏等 も 同伴来場、 千余名 あ ま り の皐生 と も も
に熱心 に傾聴 し …終了 し た 時は拍 手が鳴 り やま ず、 聴衆全部起立 し て感謝の 意 を 表す る と いふ空前
の場面が あ っ た … 近来 に な い感銘深 き 科外講義 と し て皐生間 よ り 感謝状が殺到 し学園首局 を非常に
喜ばせたJ 8 と 報告 さ れて い る 。
③ 東京商科大学
ジル ＝ マル シ ェ ッ ク ス は、 6 月 10 日 兼松講堂において 『民衆音楽が現代作曲 家 に及 ぼせ る 影響［マ
寸 』 と 題 し て 講演、 演奏を行 っ た。 『一橋新聞』 第 250 号には 「 三科 よ り の学生 を 始 め 、 音楽学校の
生徒 も 多数出席 し て 、 盛況で あ っ た 、 氏 は演奏の順序 に従
ひ、 十数曲 を演奏 し つ 』 説明 し た 」 と 記 さ れて い る 。 そ の
テ ーマ か ら 、 おそ ら く 早稲 田 大学での講演 と 同 じ プ ロ グ ラ
ム で演奏 し た こ と が推測 さ れ る 。
④ 東京帝国大学
ジル＝ マ ル シ ェ ッ ク ス は、 表 4 の プ ロ グ ラ ム に よ り 6
月 23 日 法文経第 25 番教室 に お い て 『象徴主義時代の音柴
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生活』 と 題 し て 、 文皐部皐友会 と 帝大音築部の主催に よ り 講演 と 演奏を行 っ た。
『帝園大皐新聞』 第 680 号に は 、 当 日 恒 例曾館長マ ゾ オ博士が ジ氏の講演 を 鈴木健郎学士に全
緯 さ せたパ ン フ レ ッ ト を 千部寄贈 し …仏蘭西語を緯せぬ聴衆 も それがた め に 、 耳 に ジ氏 の解説 を聴、
き な が ら 、 明 快な翻緯テ キ ス ト を読み、 そ の 聞 に演奏 さ れ る 演奏 さ れ る ピ ア ノ の名 曲 を 味 は ひっ 』
休息す る と いふ頗 る 複雑な態度 を 労せず し て持続 し得た 」 9 と 記 さ れて い る 。 ま た 、 講演 を聴いた
辰野隆は、 「近代の仏蘭西音柴 に劃す る 場合 に は 、 詩魂 と 檎 ご こ ろ と が欠 く べ可 ら ざ る も の で あ る か
ら ド ピユ シイ や ラ ヴエ ノレの音楽を聴いて 耳 を 楽 し ま せ る と 同 時 に 、 詩調 と ピ ト レス ク を も 味は ひ得
な ければ演奏曾 は全 し と 調 ひ難い。 ジ氏の演奏 ・ 講演は、 繋 る 見地か ら 、 日 本の音楽愛好者 に 新 し
い聴 き 方 を教へ る の で あっ た。 」 と 指摘 し て い る 。
⑤慶応義塾大学
ジル＝マル シ ェ ッ ク ス は、 11 月 15 日 三 田慶応義塾大
皐二十一番教室に お い て 『象徴主義時代 の音楽界』 と 題
し て 、 三 田 フ ラ ンス 文皐曾慶応義塾塾監局主催 の も と 、
井汲清治の通訳付で講演、 演奏 を行 っ た。 プ ロ グ ラ ム は、
表 5 の通 り で あ る 。
(4） 明 治生命館講堂に お け る 演奏会
ジル＝ マル シ ェ ッ ク ス は 、 5 月 27 日 、 28 日 に フ ラ ンス 大使 と 日 仏会館 、 日 仏協会 の後援 に よ り 、
明治生命館講堂で二夜連続の演奏会 を 開催 し た 。 演奏会 で配布 さ れた プ ロ グ ラ ム （ 写真 1） に は 、
ジル＝マ ル シ ェ ッ ク ス 音楽会後援会員 と し て 、 政治家、 実業家、 芸術家な ど 14 名 の名 前 I 0 が記 さ れ、
ジル＝マノレ、ン エ ッ ク ス への支援が示 さ れて い る 。
披露 さ れた 曲 目 は表 6、 表 7 の通 り で あ る 。 こ の演奏会で、 ジル＝マル、ン エ ッ ク ス が 日 本研究の成
果のーっ と し て 作 曲 し た 《古き 日 本の二つ の映像 Deux Images du 日：eux み!]JOfl.》 （表 7 ・ 日 本の情
景 2 曲） が 日 本初演 さ れた。
各大学に お け る 講演 、 演奏会が好評で、 あ っ た一方で、 こ の演
奏会 に対 し て 、 野村光 ー は 「 ジルマルシェ ク ス 氏 の洋琴調奏は
非音柴的 な も の で あ る 。 氏 の




写真 1 明治生命館講堂 演奏会プロ グラム
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首の不忠実に あ る 。 第 二 に 、 氏 の リ ズム 的観念の薄弱 に あ る 。 第
三に 、 旋律 と 強弱 に 封す る 氏 の粗放に あ る 。 」 と 酷評 し た。
(5) l=I 本現代作曲家連盟 の演奏会へ の 出 前
ジノレニマノレ、ン エ ッ ク ス は 、 自 身の 講演や演奏会 に加 え て 、 ｜二｜ ；本
現代 作曲家連盟 の第 3 巨l作品発表会 に も 助演 し た。
プ ロ グ ラ ム （写真 2） に は 、 清瀬保二 （1900 1981 ） 、 池内友次
郎 （ 1906- 1991) 、 江文也 （ 1 9 10- 1983） の作品を演奏 し た こ と が
記 さ れ、 『 ド キ ュ メ ン タ リ 一新興作曲家週間 戦前の作曲 家た ち
1930- 1940』 （ 1 999 : 150- 1 5 1） に も 詳細 が 報告 さ れて い る 。





































も ヲ•J::i.－”＋， 併 合 何 禽
2 司院 蜘 ... .. 司時 P・ 2 内 向 i’ I> U! - Ir. n II 
3 nJ 11. 白色, 亀 " f2J a. ' :. (, ' 't " fl. " － a ・ ・ 凋 ev ・ ， . . -4 II受．””’n 邑. ＇・9・＂鯛蜘 伊 応 . π 司 弓 食． 司‘ ・ 2・＇ ＇・* �.. � －町
包 制 稲ニ，，. 阿 ・4ft 'k It ＂ 周 作 曲
6 尽 1.:: ＊‘t民余曲
�· .... • J 、 ．ー 。 JI z_ ’  ’ “ 」亀 岡 ＂. . ・ ue企 守 締 困 ＆ � ‘ ． ，ぜ” ” － .. " it x .. r: ti 曹 .. !'t 。 創． 内 ＇l " a』 � � － ，． ’‘..‘’・2‘
T I � It 創e ， ιぬ：H凶＂＂・.,. I } －’4ト＂‘
(6） そ の 他の演奏 ・ 尚三演活動
ジノレ ＝ マノレ シ エ ッ ク ス は 、 ｜二1 191；曾舘、 関西 日 倒皐館、 海員曾舘 、 華；l頁曾館でそれ ぞれ講演 も し く
は演奏会 を行 っ た。 7 月 3 日 に海員会館で行われた演奏会 は 、 捜 民女皐校 同 窓曾関 西支部主催であ
り 、 7 月 4 日 華頂会館で行われた誹演会 は、 音楽文化 ク ラ ブ主催、 大阪毎 日 新聞社京都支局後援に
よ り 、 『民衆音楽の フ ラ ン ス 現代作曲 家への影響』 と 題 し て 、 市中·J·恵再ーの通訳付 き で行われた。 ま た 、
1 1 月 23 日 関 西 日 仏皐館で行われた講演 は、 『象徴主義l時代の音楽生活』 と 題 さ れ，京都怖園 大学音
表8 6月26 日 関西 日 備壁館 楽串 音ll と 関 西 iオ 仏皐館 の 共催 に よ る も の で あ っ た。
フランシスク ｜オルフェの 宝物 ｜ 
パーセル ｜イギリスの踊り ｜ 資料か ら 判 明 し た プ ロ グ ラ ム は 表 8 表 12 の通 り で あ る 。
クープラン ｜お気に 入 り （ 2拍子のシャコンヌ） ｜
ラモー ｜ミユゼット 、 リ ゴードンと9ンブラン ｜ 7 月 3 日 に は大樺需ノI. ( 1907 - 1 953） の作品 も 演奏 さ れた こ
パツJ 、 ｜ガボット ニ短調 ｜ 
スカルラッティ ！ジーグ ハ長調 ｜ と が 明 ら かに な っ た 1 l o  
モーツァJレト ｜ トルコ 行進曲
シューベルト ヴィンナ美人への諮歌 表 1 0 7 月 4 日 ・ 京都東山 華I亘曾館
口ッシ一二 ヴェネツィアの踏り シャブリ エ ブーレ ・ ファン?zスク
ショパン ワ ルツ2曲 アルベース 2つのスペイン舞曲
マ ズルカ 口 短調 ファリ ャ 火の踊り （ ママ）
ポロ ネ ズ 変口 長調 プロコフィエフ 年老いた祖母の物語
ムソルグス キ ゴ J も：ノクのダンス バ ルトーク アレグロ • / \)(.,/ f口
グリーグ 2つのノ ルウェイ舞曲 ドビュッシー グ ラナ ド の タ ベ （版画）
アルベ ス 2つのスペイン舞曲 雨の庭 （版画）
ファリャ 火祭りの踊り ゴ リ ウ ォーグの ケイ ク ウ オークバルトーク アレグロ I ＼）レJ f口 ミンス 卜 レ ル
ドビュッシ ゴ リ ウ ォーグのケイ ク ・ ウ ォ ク セ ヴフック 春の墓場の ほ と り （ ママ）ミヨー ブラジルの郷愁 サTイ 木製の人形の2つのス ケッチフヴ工ル 五時フォックス ・ ト ロ ッ ト ブーランク 無窮動
表9 7 月 3 日 ・海員曾館 ミヨ ブラジルへの郷愁
ショJ fン ノク合一ン ト長調 フヴエル フォyク ス ・ ト ロ ッ ト
パフード ト短調 、 へ短調
ワ ルツ イ短調 嬰ハ短調 穿ニ長調 表 1 2 1 1 月 23 日 問西 日悌国館
スケルツォ変口 短調 フフンク プ レリュード 、 コ フ ル 及
ドビュッシー 水の反映 リ ス ト j毎の 上を悲くJ Tオラの 聖
｜舎伊の魚 フォーレ ノ クヲーン 笛6番沈める寺 ゲリーグ ノ ク9ーン へ長調西風の見たもの ド ビ ュッシー 沈める寺同 事 が降りそそぐテラス ノ もyクの踊りI T‘：ノクの踊り 雨の庭ミンス 卜 レ ル
フヴエル 水の精 （夜の ガス パ｜大津嘉人 丁丑春 三頴 亡き王女のためのパヴファリャ 船屋の踊り
プーフンク 無窮動火祭りの踊り
ジ ル ＝ マ ル シェクス｜古き 日 本の 姿一 つ （ ママ）バルトー勾 アレグロ I \)(.,; f口
リ ス ト スペイン狂詩曲
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ジ ル ＝ マ ル シ エ ッ ク ス に よ る 講演 の 内 容3 .  
ジノレ ＝ マノレシ エ ッ ク ス が行 っ た前演の 仁｜コ か ら 、 詳長｜｜｜ が記 さ れた 資料を 入手す る こ と が で き た 二つ
の講演内容につい て記す。
『十 六世紀 よ り 二十世紀 に 至 る 欧経巴舛踊音楽 （第二前） ー シ ョ パ ン及び リ ス ト よ り パノレ ト ッ
、．，J司i（ 





























こ こ では 、 19 ペー ジ に 亘 る 原稿 （写真 3） を も と に 、 5
月 11 日 に行われた講座について紹介する。
ジノレ＝マ ／レ 、ン エ ッ ク ス は 、 前回 （4 月 27 1:1 ) の講演で、
の 《ポ(Frederic Frarn;:ois Chopin 1810 -1849) シ ョ パ ン
ロ ネ ー ズ Polonaise）） の演奏 を行 い 、 「 ど、んな具合に一卜 1 し 一｜並






の熱烈な表現形式を なすに到ったかをお話 し か け た と こ ろ
シ ョ パ ンの （（マ ズルカた め 、 今回の誹演 は 、で、終わ っ た」
Mazurka）） の 演奏か ら 始ま り 、 表 13 の よ う な 11±1 目 を取 り
上 げ て 講演 を 行 っ た。
シ ョ パ ン と リ ス トジ ノレ ＝ マ ノレ 、ン エ ッ ク ス は 、 ま ず、




グリーグ ノ ル ウ ェー舞曲 （被粋2曲）
アルベース 2つのスペイン舞曲
ファリャ 火祭りの踊り
I fルト ク アレグロ ・ J fルJ f口





フヴェル 亡き王女の ためのパヴァ ヌ
五時フオyクス ・ トロ ッ ト
(Franz Liszt 1 8 1 1 - 1 886） に つ い て説明 し 、 演奏を行 っ た。
シ ョ パ ン の 《 マ ズルカ 》 は 、 西洋音楽に と っ て 「伊太利 、
仏関西、 独逸に生れた 因襲の メ ロ デ ィ ー と リ ズム に依拠 し
て き た伝統J を打破 し 、 「欧州 諸国各 自 の 図民舞踊 に選る と
いふ、 十 九 世紀独特の現象 を示 し は じ め た － 峰火 の 如 き 」
も の で あ っ た と 紹介 し た。 シ ョ パ ンが 「愛す る 波！�）］に暮 し
て ゐ た 青春時代の追憶 を偲びな が ら 作 曲 し たj マ ズノレカ を 、
と し 、 う 言葉「花の蔭に隠 さ れた 大砲で、 あ る Jシ ュ ーマ ン の
を借 り て 、 「 シ ョ パ ン の祖国 を 亡 く し た独逸 と 露間亜に 向 け
ら れた 大砲で あ る 」 と 述べて い る 。 一方、 リ ス ト は、 「 ヂプ
ン／で あ る と 紹 介 し 、シ ー の墓やIii＇ に深い理解 を 示 し ー ｜吹羅巴音楽�1�111 1の革命 を 賀 し た 立役者の一人」
プ シ ー音楽の特徴 を 「本質的に東洋風な溢る 〉 ばか り の フ ィ オ リ ト ゥ ー レ ドマ］ 、 l�I 由 奔放な リ ズム 、
転調 な く し て 突如一つ の旋法か ら 他のh超法へ と 思ひ も 寄’ ら ぬ推移 を示す」 様式 と 述べ、 世l を構成す
の部分を説明 し た。「 フ リ ス カ 」と「 ラ ッ サ ン」る
「 ノ ノレ ウ ェと「｛也 の 民族調の舞踊 1JJ:1 を 」 紹 介す る た め に 、 「 ゴ、パ ッ ク と い う コ サ ッ ク 舞踊」次 に 、
ーの春を呼ぶ踊 り J を 説明 し た 上で、 ム ソ ル グ ス キー （Modest Petrovich Mussorgsky 1 839- 1 88 1 )  
ス ペイ ン の 舞の作品 を演奏 し た。 それに続き 、
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と グ リ ー グ （Edvard Hagerup Grieg 1 843- 1907) 
ア ン リ ・ ジ ル ＝ マ ル シ エ ッ ク ス に お け る 日 仏文化交流の試み ー 1937年の 日 本 に お け る 音楽活動 を も と に ー
踊 に つ い て 「極め て 古い も の で あ り …娯楽で も 慰みで も な く …快楽で は な く し て 、 巳 む に 止 ま れぬ
欲求 を満たす も の 、 民族全体の言葉j で あ る と 述べ、 ア ルペニ ス （Isaac Manuel Francisco Albeniz 
y Pascual 1860・ 1909） と フ ァ リ ャ （Manuel de Fallay Matheul876・ 1946） の 作 品 を演奏 し た。
さ ら に 、 話 を ハ ン ガ リ ーへ と 移 し 、 「1900 年頃、 旬牙利に一つ の新 し い 動 向 が 油 然 と し て湧起 っ
た … 欧羅 巴 の影響 を一切蒙 ら ぬ古い惇統、 教養 あ る 人 々 か ら は顧み ら れな い古い惇統が 尚 ほ旬牙利
農民の 間 に侍 え ら れて ゐ る こ と を 明確に指摘 し たJ と バル ト ー ク （B町尚k Bela Viktor Janos 
1881・ 1 945） の 出現について説明 した。 「 リ ス ト の旬牙利狂想 曲 ［77］ に し ろ 、 プ ラ ー ム ス の旬牙利舞
踏曲 ［77］ に し ろ 、 こ れは旬 牙利音楽 と いふ よ り 寧 ろ ジプシー音楽に属す る も の で あ り … 音楽の創意
は…旬牙利農民の粗野質朴な音楽塞術 と は没交渉な嘗時流行の メ ロ デ ィ ー か ら ヒ ン ト を得た」 の に
対 し 、 バル ト ー ク の音楽は、 「古い歌謡か ら 一つ の力 強い独創性が 湧 き 出 た …彼 の募 り ゆ く 憤怒に つ
れて 、 殆 ど痛 々 し さ 』 へ も 感ぜ ら れ る リ ズ、 ム の 旋風で あ る 」 と 、 彼 ら と の違い を 強調 し て い る 。
そ し て 、 ジル＝ マル シ ェ ッ ク ス は、 ド ビ ュ ッ シー （Claude Debussy 1862- 1918） 、 ミ ヨ ー （Darius
Milhaud 1892・ 1974） 、 ラ ヴ ェ ル （Joseph-Maurice Ravel 1875・ 1937） の 作 品 を説明 し 、 演奏 し た。
ド ビ ュ ッ シー に 関 し て は、 「舞踊 曲 の リ ズム を存分に駆使す る 一方 、 浪漫時代に 光栄 を借っ た リ ズム
は こ れ を 出 来 る 限 り 使用 し な いや う に 心懸 け た 」 作曲家であ る と 述べ、 「 ア メ リ カ ン ・ ニ グ ロ の踊 り
の節分 さ れた リ ズム を怖れ気 も な く 借 り て 、 愉 し い皮 肉 な想像力 を働かせた 小 さ な傑作」 で あ る 〈 ゴ
リ ウ ォ ー グの ケ イ ク ウ オ ー ク 〉 、 「 ア ン グ ロ ・ サ ク ソ ンの大衆に持嚇 さ れた肌の黒 さ も と り ぐ の黒奴
の気狂 じみた踊手 と 歌手J を示す 〈 ミ ン ス ト レノレ〉 な ど 4 曲 を披露 し た。 次 に 、 「 タ ン ゴの リ ズム
を様式化 し た 」 ミ ヨ ー の作品 を紹介 し て い る 。 そ して最後 に 、 ラ ヴェ ルの 異 な る 傾 向 を示す 2 曲 を
演奏 し た。 それは、 「宗教舞踊」 を示す 〈亡 き 王女のた め のパ ヴ ァ ーヌ 〉 と 「西洋芸術に ア メ リ カ ン ・
ニ グ ロ の異国情緒を輸入 し た 」 作品 で あ り 、 「黒人の演ず る ジ ャ ズの音楽的描寓 、 欧羅巴 が 我 を 忘れ
て熱狂す る 知 き 激烈 な リ ズム を 伴ふ騒々 しいオーケス ト ラ を ピカ ソ 風 に 描寓 し た 」 〈五時 フ ォ ッ ク ス
ト ロ ッ ト ＞ 1 2 で あ っ た。
以 上 の よ う な プ ロ グ ラ ム 編成で講演 を 行 っ た ジル＝マルシ ェ ッ ク ス は、 最後 に こ の よ う な言葉で
締め く く っ て い る 。
「時代か ら 時代へ と 文明 は進化変装 し 、 時に思ひか け な い変貌 を 呈す る けれ ど も 、 我等 は そ
の千差万別な相貌の蔭に隠れた惇統の感性 を 明 瞭に認識せねばな ら ぬ…地球上の諸人種が 彼 ら
の そ の時々 に豹変す る 相貌の裏に潜め て 、 世代か ら 世代へ と 継承 し て い っ た 千古不変の感性…
表現を音楽的立場か ら 認識す る た め に は 、 舞踊音楽が どれほ ど役 に 立つ こ と で あ ろ う 。 … 地球
は極 め て縮小 さ れた。 遠 く 相 距 る 圃民同志の か う し た 近接が 、 国 民各個 の 精神一舞踊音楽 こ そ
常 に そ の最 も 特異な表象の一つ を な し て ゐ たーを破壊す る や う な結果を招 く こ と の な いや う に
希望 し て 巳 ま な い。 」
ジノレ＝マ ルシ ェ ッ ク ス は、 舞踊音楽 と い う 一つ の視点か ら 西洋音楽を 系 統 立て て語 り 、 演奏す る
こ と で、 単に演奏を楽 し むの で は な く 、 作品 を理解 し 、 鑑賞す る こ と を 求 め た と い え よ う 。
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(2） 『民衆 の現代音楽に 及ぼ し た る 影響』
こ こ で は 、 講演で通訳 を行 っ た 山 内義雄
氏 に よ っ て 記 さ れた 、 『早稲 旧 大学新聞』 掲
写真4 早稲田 大学新聞 第73号 昭和1 2年5月 26 日 付
載の 3 本の記事 （写真 4)
の 内 容 を紹 介 す る 。
を も と に 、 抗出 罰杯前ffiii � ·， E 薗曹司髄：0.�；ji;'i 1 f!:'1}j 1 �糾m� 1�iffmum�m! �，・1・躍Pft · ; PY.［� ， ：.�； （ 山 i の に盤wm�g1w:� •·�J理量三日 ぷ川恰内 部 及
当 日 は表 14 の プ ロ グ ラ ム で、進め ら れた。
ジノレニマノレ 、ン エ ッ ク ス は 、 ま ず 、 19 世紀
以 降の西洋音楽の歴 史 に つ い て 以 下 の よ う
£Un1H it�H弘之； 重畳＼← ：llilllii:iJ ;Wm�」
！ ？ る … i Pl:i '. f?mFi-nw�m以； ＼W·H科目 ？ な持母：：IH!.日 ：！；？；；
に 説 明 し て い る 。
「 ドイ ツ 音 楽 が そ の全感 を 誇 っ た時代であ り ー 僅かに リ ス
卜 と シ ョ パ ン だ、 け が 、 こ れ ら と 違った方向 を示 し て ゐた。
ドイ ツ 音楽専制 か ら の解放の第一聾は 、 最初先ず ロ シ ア 派 ム
ソ ル グス キ ー に よ って 挙 げ ら れた。 つ い で 、 シ ャ ブ リ エ 、
ビ ュ ッ シ一 、 更 に ス ペイ ン の 作 曲家た ち が続 き 、 か う し て 次 々
に あ ら ゆ る 図 々 の人 々 に と っ て 、 自 ｜主！ な創造の 世界 、 苦 い 、
あ ら ゆ る 専制 的 な 主義か ら 全 く 獅立 し た 、 自 ｜生！ な新 し い 世界
が 無限に展開 さ れ る こ と に な っ た。 」 そ し て 、 出演テーマ に 関
一 ー ， 一ー ， 、目 昼、，、H




I ＼ルトーク アレグロ r \jレJ fロ
ドビ ュッシー グラナドの タ ベ （版画）
雨の庭 （版画）
ゴリウオーグのケイク・ ウオーク
ミンス ト レ ル




ス トフヴィンスキー ピアノ ・ つグ・ ミュージック
ラヴェル 五時フォックス ・ ト ロット
連 し て 、 「 そ の 園 の 民衆音楽を知 る と いふ こ と 、 それ こ そ は 、 そ の 園 民の感受性に つ い て 言語な どで
は到 底 あ ら は し得ないや う な深奥な秘密 に 至 る ま で 、 こ れ を そ の 深 き に 分 け 入っ て 突 き 止 め さ せて
く れ る も の な の だ」 と 説明 し た。
演奏は、 「 フ ラ ンス の 図民的伝統のそ の最初 の復興者の一 人J と し て 紹 介 さ れた シ ャ ブ リ エ
(Alexis-Emmanuel Chabrier 1 84 1 - 1894） の作品か ら 始 ま っ た。 続いて 、 「 シ ャ ブ リ エ の交響詩 （エ
ス パ ニ ャ ） や ビゼー （カ ノレ メ ン〉 が一つ の 前触れ と な っ た 二 卜 世紀初頭 を飾 る ス ペイ ン音楽の花々
し い復活 」 に つ い て 語 り 、 「 ス ペイ ンの フ ォ ー ク ロ ア につ い て種 々 重要な探求 を試みたJ 音楽史家 フ
ェ リ ペ ・ ぺ ド レノレ （Felipe Peclrell 1841- 1922 ） の、 「彼の民族的源泉への復帰の諸 説 を 身 を 以 て 行
っ た 」 フ ァ リ ャ と ア ルペ ニ ス の作品のffJ!1；説 を 交 え て演奏 し た。
次 に 、 ジル＝マ ノレ シ エ ッ ク ス は、 ロ シア音楽へ と 話 を移 し 、 「 グ リ ン カ こ そ は 、 ロ シア の 民謡 と 西
洋諸国 の音楽形式 と の 聞 に 完全な統合 を試みた最初 の人で、 あ る 。 そ し て パ ラ キ レ フ 、 ボ ロ ーデ イ ン
[n］ 、 セ ザーノレ ・ ク イ ［n］ 、 ム ソ ル グ、ス キー、 リ ム ス キー ・ コ ノレサ コ フ 等 ロ シ ア 園民音楽派を形式す る
人 々 が こ れに続いた」 が 、 ム ソ ル グス キ ー以外の作曲家は、 「 ロ シ ア の メ ロ デ ィ に 対 し 、 ワ ー グナー
の方法、 ま た ヴ、 エ ノレデ‘ ィ 、 或 い は ブ ラ ー ム ス の方法 を 首 て は め よ う と し た 」 と 批判 し た。 そ し て 、
「 ス ト ラ グ ィ ン ス キ ー が そ の初期におい て 、 そ し て 現今 で、はフo ロ コ フ ィ エ フ が ロ シ ア の 民謡の魂に
し っ か り 結びJ つ い た と 述べ、 プ ロ コ フ ィ エ フ (Sergei Sergeevich Prokofiev 1891- 1953) のイ乍IJ
を演奏 し た。
続い て 、 ジノレニマ ノレ 、ン エ ッ ク ス は 、 パノレ ト ー ク の作品の特徴を説明 し 、 演奏を行っ た後 I 3 、 ド ピ
- 142 一
ア ン リ ・ ジ ル ＝ マ ル シ エ ッ ク ス に お け る ｜｜ 仏文化交流の試み ー 193711� の 日 本 に お け る 音楽活動 を も と に
ユ ツ シ一 、 セ ヴラ ッ ク （Marie-Joseph-Alexandre Deodat de Severac 1872・ 1921） 、 サ テ ィ （Erik
Al企ed Leslie Satie 1866・ 1925） を順に紹介 し た。 ド ビ ュ ッ シー に 関 し て は 「錦絵 と いふ 日 本の 民
衆芸術に対 し て 何人 に も 負 け な い ほ ど の 賞讃を捧げてJ お り 、 「 日 常卑近な情景 を 北斎風内 至広重風
に 、 と いふの は寓実的 では あ る が俗悪に 流れず、 簡素な卑俗に 堕 し な い手法で こ れ を音楽的 に表現
し よ う と 試みたJ と 述べ 、 2 曲 を演奏 し た。 そ し て 、 ド ヒ、、 ユ ツ シー が 次 々 と 作品 を発表す る 一方で、
「 フ ラ ン ク の弟子た ち の率 ゐ る ス コ ラ ・ カ ン ト ルムで も 、 過去 の音楽の 中 に現代音楽に封す る 指標
を 求 め よ う と す る 企て が 起 こ り ・ ・ ・ ワ ー グナーの音楽 を 防 ぐ た め ど う し て も 民族の聾に 呼び掛 け る 必
要 、 民謡 を よ く 理解す る 必 要 を感 じ た J た め 、 「 ダ ンデ ィ はセ ヴエ ンヌ 地方 と ヴ ィ ヴ ァ レ地方 を 、 ギ ・
ロ パルツ は フ レ ムやブルタ ーニ ュ を 、 シ ャ ルル ・ ボル ド はバス ク を 、 セ ヴ ラ ッ ク は ラ ン グ ・ ド ッ ク
地方 を と 、 各 々 地方的音楽の源流 に遡つて の研究が始め ら れた J と 説明 し 、 「 自 然 を そ の停統的情感
に即 し て美事に再現 し て の け た j セ ヴ ラ ッ ク の作品 を演奏 し た。
ま た 、 先 に紹介 し た ド ビ、 ユ ツ シーが 「客観的 に好んで道化師 を描いた」 の に 対 し 、 「 自 分 自 身が道
化 に な り 切 ろ う と し … 晩年 ミ ュ ー ジ ッ ク ホ ールやサーカ ス な ど に 示唆 さ れ て 、 明 確 な 民衆塾術ーあ
ら ゆ る 余計な お荷物 をすっか り 取 り 去 っ た 民衆醤術を鼓吹 し よ う と し た 」 サ テ ィ の作品 を演奏 し た。
そ し て最後 に 「現今世界 を征服 しつ く し た 民衆音楽の形式で あ る J ジ ャ ズが 「音楽の進歩 に 与 え
た影響の偉大 さ J を 述べて 、 ス ト ラ ヴ ィ ンス キー （Fyodorovitch Stravinsky 1882・ 1971） と ラ ヴェ
ルの作品 を演奏 し た。
ジノレ＝マル 、ン エ ッ ク ス は 、 西洋諸国 の作曲家の作品 を取 り 上 げ る こ と で 、 フ ラ ン ス 音楽 に 偏 る こ
と な く 近現代 の 作品 の魅力 を伝 えた と い え よ う 。
4. 日 本人作曲 家 と の 関わ り と 雑誌 France-Japon への寄稿、 日 仏音楽協会の設立
ジル ニ マルシ ェ ッ ク ス は、 日 本滞在 中 、 日 本現代作曲家連盟の演奏会 に助演 をす る ばか り で な く 、
日 本の作曲家た ち と 交流 を深め 、 フ ラ ン ス の雑誌で彼 ら を紹介 し 、 日 本音楽界 の 現状 を伝 え た。
彼は、 「長い 間 、 日 本の音楽は ドイ ツ 音楽の足跡 を 追 っ て いた が 、 私の 一 回 目 の 滞在 か ら 日 本 は大
き な進歩 を 遂 げた。 … 以 前 に は 、 日 本は ドイ ツ音楽の影響が支配的 で あ っ た が 、 現在 は 、 フ ラ ン ス 、
ロ シ ア 、 ス ペイ ンの作品 が最先端で あ り 、 こ の影響は と り わ け 良 い も の で 、 日 本音 楽 を 良 い方向へ
向 かわせた。 現在 日 本に は 、 大 変期待で き る 若い作曲家た ち が お り 、 彼 ら の努 力 が 結 晶す る だ ろ う
と 感 じ ら れ る 。 J 1 4 と 述べた。 そ し て 、 ジル＝ マルシ ェ ッ ク ス が 作品 を演奏 し た 清瀬保 二 、 江文也、
池 内 友 次 郎 、 大 津 書 人 に 加 え て 、 松 平頼則 （ 1907-2001 ） 、 荻 原 利 次 （ 1910・1992 ） 、 伊福 部 昭
(1914・2006） の名 前 を 挙げて紹介 し て い る 。
「松平はオー リ ッ ク やプー ラ ン ク に影響を受 け …清瀬の音楽は、 大衆の旋律 と リ ズ ム に根源
を 置 く 。 厳密 に は全 く 真似 て い な い が 、 荻原 も 同 じ方法で、作 曲 す る 。 バル ト ー ク 、 フ ァ リ ャ 、
プ ロ コ フ ィ エ フ は、 お気に入 り の作曲家 ら しい。 同様の影響は激 し い 楽 曲 を 作 る 江に発見 さ れ
…彼は台湾で生 ま れた の で、 江は、 日 本人た ち 自 身に と っ て 、 十分に異国的 に 見 え る 。 北海道 、
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すな わ ち 東京 の かな り 遠 く に住んでい る 伊福部は、 オーケ ス ト ラ を ほ と ん ど耳 に し な し い ・ それ
に も かかわ ら ず、 信 じ ら れない巧み さ で と り わ け交響曲 を書 く 。 私 は彼 （ の音楽） に プ ロ コ フ
イ エ フや ラ ヴ ェ ルを結びつ け る 。 こ のすべて の作曲家が 日 本 を離れず、 そ の 聞 に池 内 はパ リ の
音楽学校で ビ ュ ーセ ルの ク ラ ス で学んだが 、 私達の国の確かな芸術を十分に よ く 反映 し て お り 、
大津はア メ リ カ で学ん だ が 、 シ ェ ー ンベル ク やベル ク の ポ リ フ オ ニ ー の 方法 を街梯 さ せ る 。 J 1 5 
そ し て 、 日 本人作曲家に と っ て の課題は、 「 10 世紀の初 め か ら ヨ ー ロ ッ パ の芸術すべて の基礎で、
あ る 和声 と 古来の 日 本音楽の特質を持っ た対位法のバ ラ ンス を整 え る こ と で あ る 」 1 6 と 助言 し た。
ま た 、 ジル＝ マル シ ェ ッ ク ス は、 Societe Franco-J aponaise des Amis de la Musique （ 日 仏音楽
協会） の設立 に 関 わ り 、 自 身 も 副会長 の役職についた。 こ の組織は 、 徳川 頼貞 が会長、 池 内 友次郎
な ど が 実行委員 を務 め 、 1938 年 2 月 に 設立 さ れて い る 。 2 月 25 日 に は 、 華族会館で 「 日 仏 交換音
楽会」 が 聞 かれ、 ジル＝マル、ン エ ッ ク ス に よ る と 、 「 プ ロ グラ ム はバ ラ エ テ ィ に 富み、 松平頼貝！J 《 フ
ノレー ト と ピ ア ノ の た め の ソ ナチネ 晶＇natine pour flute et piano）） 、 池内 友次郎 《古い 日 本 の旋律に
も と づ く チ ェ ロ のた め の幻想曲 Fantasie pour げoloncello sur violoncelle sur un air japonais 
ancien》、 清瀬保二 《 ピ ア ノ の た め の小組曲 Petite suite pour piano.》 、 J. ーB. Loeillet ( 1680・ 1730)
《 ピ ア ノ 、 ヴ、 ア イ オ リ ン 、 チ ェ ロ の た め の ソ ナ タ 第 13 番 必nate No. 13 en sol majeur pour 
piano, violon et η＂oloncelle）） 、 R.Laparra ( 1876・ 1943） 《組 曲 Suite》 、 Ravel 《パ ッ サ カ イ ユ
Passacaille））、 G.Faure 《聖歌 Cantique》 で あ っ たJ 1 7 と 報告 さ れて い る 。 こ の活動 か ら も 、 ジル
＝マル、ン エ ッ ク ス が積極的 に 日 仏文化交流 を試みた こ と が 見受 け ら れ る 。
そ し て 、 ジノレ＝マル シ ェ ッ ク ス は 、 日 本作曲界の未来 を 、 以 下の よ う に述べて 、 期 待 を表 し た。
「現在 ま で 日 本人 は 、 伝統的音楽を も ち 、 し か し も う 一方では、 西洋音楽 に 上手 に 適応 し て
き た。 彼 ら は 、 西洋音楽を通 じ 、 私が信 じ る 芸術を見つ け た。 そ の技術は 、 す ぐ に模倣の域を
超 え る で あ ろ う 。 日 本が ブ ラ ー ム ス の亜流、 も し く は ド ビ ュ ッ シー の 亜流 に な っ て はい け な い。
… こ れほ ど著 し い習得能力 が あれば、 確実に何か素晴 ら し い こ と が で き る だ ろ う 。 」 1 8 
ジル＝ マル、ン エ ッ ク ス の 日 本音楽界に対す る 思い に は 、 彼に よ る 日 本音楽研究の土台が あ り 、 こ
の よ う な期待へ と 結びつい た と い う こ と が で き る。
5 .  ま と め
1937 年の ジノレ＝マ ル シ ェ ッ ク ス の音楽活動 の 大 き な特徴は、 積極的 に 日 本人作 曲 家 と 関 わ っ た こ
と で あ る 。 こ れは 、 彼が 1925 年の初来 日 か ら 計 4 度 も 来 日 し 、 日 本の音楽界 と 親交 を深 め て い っ
た結果で あ る と い う こ と が で き る 。 ま た 、 彼は、 来 日 を 重ね る ご と に 日 本音楽界の発展 を 実感 し 、
そ の進歩 を フ ラ ンス に報告 し た 。
本研究に よ り 、 1925 年、 1931 年 （2 回） 、 1937 年の 4 度 の 来 日 にお け る ジル＝マ ル シ ェ ッ ク ス の
音楽活動 の全貌が 明 ら かに な っ た。 1925 年の初来 日 は、 薩摩治郎八 の援助 の も と で演奏会 が行われ
た が 、 そ の後 1931 年の来 日 は、 フ ラ ン ス 政府 に よ る 派遣事業 で あ り 、 1937 年 の来 日 が 日 本の 国 際
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文化振興会 に よ る 招鴨で、 あ っ た こ と は注 目 さ れ る 。 つ ま り 、 彼 の音楽活動 は 、 個 人 の 営利 だ け を 目
的 と し た も の で はな く 、 日 仏両国の文化 の発展 を 目 的 と し て行われ も の で、 あ っ た わ け で あ り 、 そ の
点で、 他の来 日 演奏家 と 一線 を 画 し て い た と い え る の で は な い か。 ま た 、 ジル＝マル シ ェ ッ ク ス の
活動 は、 日 本人作曲 家へ影響 を 与 え て お り 、 日 本音楽界 に と っ て も 重要な役割 を果た し た と 考 え ら
れ る 。
ジル＝マル、ン エ ッ ク ス の試みた 日 仏文化交流 の 中 で、 も う 一つ の 重要 な 要 素 で あ る 、 彼 の 日 本音
楽研究に 関 し て 、 稿 を 改め て論 じ た い。
本研究 に あ た り 、 井上 さ っ き 先生 、 沼辺信一氏 よ り 資料を ご提供い た だ き 、
上 回 泰史氏に 資料調査 を ご協力 い た だ き ま し た。
ま た 、 財団法人 日 東学術振興財団 と 愛知県立芸術大学よ り 研究助成 を いた だ き ま し た。
心か ら 感謝し 、 た し ま す。
ジル＝マル シ ェ ッ ク ス の音楽活動 に 関す る 新聞 ・ 雑誌記事一覧
1 1 4 I Informations Litt邑 raires et artistiques 
1 49- 1 5 1 J U n e  FE!te Franco Japonaise a Tokio ( le 24 Avril 1 937)  
2 6 I Le Pian iste Gil-Marchex au Japon 
2 1 5-2 1 el Que lques  minutes avec le Pian iste Gil-Marchex de 陀to u r d u  Japon 
ジル＝マルシェックスの 日 k にお ける音楽活動に関するフランスの新聞記事
発行年 月 雑誌名 タイトル
1 926 . 1 .23 des d邑 bats Les tou m 岳 e s de M.Henri gil Marhchex 
1 926.2. 1 5  Paris-Midi Gil Marc h e x  au Jaoon 
1 93 1 .2.24 Paris-Midi Au deロart du Transsibe rien avec le c omoositeu 「vovage u r Gil-Marchex 
1 93 1 .4.23 des d邑 bats La musiC11J e  francaise au Jaoon 
1 93 1 .4.23 Paris-Soir Gil Marc h e x  au Jaoon 
1 93 1 .8 .  1 N ouvelles Ii枕岳 Le thMtre classiロue au Jaoon 
1 93 1 .9 . 1 2 Ch autecles U n e  tou m e e  de Conf.昼間nces de M.Gil-Marchex 
1 93 1 . 1 1 .2 lntran s i11:eant L’ a比 francais e n  e xtreme-orient U n  ambassadeu r  de la musiaue a Toki。
1 938.6 . 2 Cau de de Debussv.Rave l ,  au Jaoon 
ア ン リ ・ ジ ノレ ＝ マ ル シ エ ッ ク ス の 音 楽 活 動 に 関 す る 雑誌 記 事 （1937年 5月 ～ 8月 ）
1 挙行年 月 ！重量号 ｜ 雑誌名 顕ぶ ｜ 萎量子
1937年 5月 6(5) 音 楽 評 論 ジ ル マ ル シ エ ッ ク ス ピ ア ノ 独 奏曾
14(5) 音 楽 新 潮
5月 下 旬 久 方 ぶ り に 現 代 音楽 演 奏 会 を 聞 く 悌
圏 洋 琴 名 手 ジ ノレ マ ル シ ェ ク ス 氏
音 楽 舎 消 息
編 報 室 よ り
26(5) 月 刊 楽 譜 五 月 の 演 奏舎
1937年 7月 26(7) 月 刊 楽 譜 音 楽 舎 記録 ジ ノレ マ ノレ シ ェ ク ス 氏 洋琴繍 奏曾 野 村 光 一
1937年8月 14(8) 音 楽 新 潮 1937年 度 演 奏舎 春 の シ ー ズ ン 線決算
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ア ン リ ・ ジル ＝ マ ル シ エ ッ ク ス の 音 楽 活 動 に 関 す る 新 聞 記事（1937年3月 ～ 1 1月 ）
月 日 新 聞 名 見 出 し 著者
3月 28 日 東尽 朝 日 新 聞 洋 琴 家 ヂ氏 来朝 （神 戸 電話）
大 阪 朝 日 新 聞 四 度 目 の ニ ッ ポ ン フ フ ン ス 作 曲 家 ヂ、ル マ ル シ ェ ツ ク ス 氏 来 朝
3月 29 日 東 尽 朝 日 新 聞 洋 琴 家 ヂ 氏 入 尽
讃 賀 新 聞 マ 氏 都 入 り 異 才 ピ ア ニ ス ト
5月 10 日 東 尽 帝 園 大 学 新 聞 近 代 感 覚 的 洋琴演奏家 楓 回 琴 次
5月 19 日 早稲 田 大 学新 聞 民 謡 と 現代音楽 ジルマ ル シ ヱ ツ ク ス 氏 が 来 閤
5月 20 日 日 本大学新聞 イ弗 図音楽使節 塾術科で講演と演奏
5月 26 日 早稲 同 士 営 新 聞 王国 代作 曲 ';il に 及 せ ろ 民 衆脊 楽 の 膨轡 ジ ルマ ル シ エ ッ ク ス の 講演 上 η (1) i i  i 内 義雄
眉�i敷 の 名 説 法 聴衆在日 立 し て 拍 手 ジ氏 の 講義 に 熱汗 ！
6月 2 日 早稲 田 大 学新 聞 現 代 作 曲 家 に 及 せ る 民 衆音 楽 の 影 響 ジ ルマ ル シ ヱ ツ ク ス の 講 演 よ り （ 2) 山 内 義雄
6月 9 日 早稲 田 大 学 新 聞 現 代作 曲 家 に 及 せ る 民 衆音 楽 の 影響 ジ ルマ ル シ エ ッ ク ス の 講演 よ り （ 3) 山 内 義雄
6月 14 日 一橋新聞 郷土音楽助長が作曲家の役 目 ヂノレマルセエックス氏の講演
6月 28 日 東 尽 帝 聞 大 学 新 聞 新 し い 演奏舎 ジ ノレマ ル シ ヱ ツ ク ス 氏 を 聴 く 辰 野 隆
初 夏 音 楽 の つ ど ひ ジ氏 象徴 主義解剖
11月 25 日 二 回 新聞 ジルマ ン 氏 の” サ ヨ ナ フ 演 奏会”
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